
【結果および考察】いずれの実験群において も新

生組織中には,新 生骨 と骨髄組織(脂 肪髄)を 認

め,軟 組織を認めることもあった。本実験条件下

で は 明 らか な炎 症 所 見 は 見 られ なか った。

MedGelRを 担体 と したシ ンバス タチンおよび プ

ラバ スタチ ン添加群 の骨新生効果は有意ではな

か った。一方,rhBMP-2添 加群 は骨新生 を有意

に促進 した(p<0.05)。 骨髄組織中の細胞 は活発

に増殖 していた。骨髄中にTRAP弱 陽性の単核細

胞が多数観察 され,新 生骨周辺にはTRAP強 陽性

の多核細胞が観察された。ED1陽 性細胞は骨髄お

よび軟組織中では単核細胞,一 方,新 生骨周辺で

は多核細胞の形態を呈 していた。

　骨髄組織に浸潤したマクロファージ系細胞が破

骨細胞へと分化して新生骨の吸収に関与 している

と考 えられ,新 生組織における骨髄組織の割合 と

単核から多核マクロファージ系細胞への分化様態

が骨新生量にも影響する可能性がある。新生組織

中へのマクロファージ系細胞の遊走 と破骨細胞へ

の分化 を抑制す ることにより,垂 直的な骨新生 を

促進できるかもしれない。
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【目　的】ラッ ト頭蓋冠上の垂直的骨増大術モデ

ルにおいて低濃度のスタチ ンを徐放性に作用 させ

た際の骨新生効果を評価すること。

【材料および方法】10週 令オ スのsDラ ッ トを30

匹使用 した。①徐放 性担体(MedGelR)の み(陰

性対照)とMedGelRに それ ぞれ② シンバス タチ

ン(0.5mg),③ プ ラバス タチ ン(0.5mg)あ る

いは④BMP-2(陽 性対照)(0.5μg)を 含浸 させ

無作為に4実 験群に分けた。全身および局所麻酔

下でラット頭頂部に皮膚骨膜弁 を作成 し,各 群の

チタンキャップを2個 づつ設置後に縫合 した。8

週間後にラッ トを安楽死 させて組織標本 を作製 し,

H-E染 色,TRAP染 色,　PCNA(細 胞増殖マーカー)

およびED1(抗 マクロファージ抗体)を 用いた免

疫染色を行った。また,各 実験群の新生組織量お

よび骨新生量をWinRoof(三 谷商事)を 用いて定

量 した。


